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ように、「史料」がネットワーク化されてい
ます。史料の多様化が進んでいます。歴史の
大衆化、誰でも歴史を語るようになりました。
先ほど、高先生がおっしゃった、タクシーの
運転手が日中関係を語るのと同じことです。
誰でも歴史を語るようになりました。語るだ
けではなく、インターネットを通して発信し
ています。それを読んだ人たちは、影響を受
けます。今の歴史認識は、歴史家が中心にな
ってつくっているのかといえば、決してそう
ではありません。インターネットがつくって
いるのかもしれないという状況です。 
この状況に歴史家は、どのように対応する
のか。そこには歴史学の在り方が問われてい
ます。これが「新新史学」という意味です。
「新新史学」は何を目指すのかというと、国
境を越える歴史学が、一つのかたちでないと
いけません。それから、領域です。これは学
問領域を超えた歴史学も必要となってきます。
さらに、和解と和平のために、歴史はどうあ
るべきかを真剣に考えないといけません。 
一国中心の歴史学は世界の平和と和解への
貢献は限定的です。グローバルヒストリーの
要素を取り入れなければなりません。 
また、「歴史記憶」「感情記憶」なども歴
史家が扱わなければならない重要な問題とな
ってきました。今までの史学は、これを排除
してきました。この部分を如何に歴史化する
のか、これは歴史学の新しい課題でもありま
す。 
（スライド 現代中国学・現代日本学と「知
のプラットフォーム」） 
さらに、「現代中国学」「現代日本学」を
新しい学問のプラットフォームとして確立し
ていく必要があると思います。いわゆる地域
研究に対する考え方がだいぶ変わってきてい
ますが、「現代日本学」と「現代中国学」、
「現代韓国学」を基礎に、東アジアの「知」
のプラットフォームをつくるのは、非常に有
意義であると考えます。 
しかし、いろいろな問題もあります。例え
ば、中国の日本研究は、日本の中国研究の影
響下にあるという特徴があります。北京に、
日本学研究センターがあります。そこに派遣
された日本人の先生たちは、中国研究者が多
いのです。日本の中国研究者が、中国の日本
研究を指導しているということです。このよ
うな状況をどう理解すればいいのか、考えて
いかなければならない問題です。 
（スライド 「知的論争」から生まれる「知
的和解」） 
もう時間がなくなってしまいましたが、共
有する「知」、これをまず構築していくと。
先ほど、歴史認識のいろいろな変動を見てき
ましたが、この「公共知」から生み出す「知
のプラットフォーム」を創成して、そこから
日本と中国の知的和解をまず実現する。知的
和解は、知識人同士の対話のなかで成立しや
すいです。その知的和解から、徐々に社会に
影響を与え、政治に影響を与え、そのうえで
政治的な和解、あるいは国民の感情の和解に
結び付けていけば、安定した和解になるので
はないかと考える次第です。 
ご静聴、ありがとうございました。 
